
 

2022年 7月 27日 

東京海上日動火災保険株式会社 

 

「海を守る活動（アマモ場の保全・再生活動）」の開始について 

～海洋生物により二酸化炭素を吸収する「ブルーカーボン」の取り組み～ 

 

東京海上日動火災保険株式会社（取締役社長 広瀬 伸一、以下「当社」）は、2022 年 10 月以降、環

境保護活動「海を守る活動（アマモ場*１の保全・再生活動）」を本格的に開始することをお知らせいたしま

す。 

＊1 アマモは、波が穏やかで太陽の光が届く浅い砂地の海辺に生息する海草の一種。アマモが茂る場所を「アマモ場」と呼ぶ。 

 

１.背景 

東京海上グループは、「未来世代」をステークホルダーとして明確に位置付け、持続可能な環境・社会を「未来

世代」へ引き継ぐことを目指し取り組んでいます。 

「海」をとりまく環境においては、様々な課題（海水温上昇、海洋酸性化、プラスチックごみ問題、酸素濃度の

低下、海洋資源の減少）があるとされており、当社はこれらの課題を解決するために、環境保護活動「海を守る

活動」を本格的に開始することといたしました。 

 

２．活動概要 

2022年 10月以降、「アマモ場の保全・再生活動」を「Green Gift」プロジェクト*2として取り組んでまいります。 

アマモは光合成等により CO2 を吸収し、枯死後に海底へ沈降し堆積物に取り込まれることで長期間炭素を深海

に貯留する特徴を持ち、「大気中の CO2 の吸収・固定」の効果が注目されています。また、魚類の産卵場や稚魚

の成育場にもなり、「水質浄化」、「生物多様性保全」等の効果が期待されています。 

支援 東京湾（横浜）でアマモ場の保全・再生活動を行う NPO 法人「海辺つくり研究会」の活動を

支援いたします。 

環境保護活動 東京海上日動社員、代理店およびその家族等による、「アマモの種の採取（5 月）」、「アマ

モの種まき（11月）」を行います*３。 

地域 東京湾（横浜）以外へも支援・活動地域を順次拡大してまいります。 

その他 当社は、1999年より、東南アジア等でマングローブ植林を「Green Gift」プロジェクトとして

実施しておりますが、新たに開始する「アマモ場の保全・再生活動」は、国内における活動

として継続的に取り組んでまいります。 

（マングローブ植林活動 www.tokiomarine-nichido.co.jp/world/greengift/mangrove/） 

＊2 当社は、「お客様とともに環境保護活動を行うこと」をコンセプトに、地球環境保護に取り組んでいます。お客様に「Web 約

款」「Web 証券」「Web 更新案内」をご選択いただいたことにより削減した紙使用量の削減額の一部を NGO、NPO への寄

付を通じて環境保護活動へのサポートや教育支援を行っています。 

＊3 公益社団法人日本フィランソロピー協会（理事長 高橋陽子）の協力のもと実施いたします。 

 

http://www.tokiomarine-nichido.co.jp/world/greengift/mangrove/


 

当社は、新たに開始する「アマモ場の保全・再生活動」のほか、「プラスチックごみ削減の取組み」や、本業を

通じた海の環境保護の取組み等を通じて「海を守る活動」を推進し、SDGs（目標 13「気候変動に具体的な対策

を」、目標 14「海の豊かさを守ろう」等)の達成に貢献してまいります。 

 

【アマモ場の様子】 

 

 

NPO法人 海辺つくり研究会 

設立 2002年 6月 

所在地 〒220-0023 神奈川県横浜市西区平沼 2-4-22 ジュネスササキ 202号 

活動内容 
沿岸域環境の保全・再生・創出や自然と共生する海辺つくりに関する事業を推

進。調査研究や政策の立案協力、人材育成、普及啓発活動を行う。 

U R L http://umibeken.blue.coocan.jp 

 

以上 

 

http://umibeken.blue.coocan.jp/

